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グ士少
に生きた建国大学
はじめに私は建国大学の第四期生です。本日は「志に生きた建国
大学」という題で話を致しますが、一言私自身の略歴から入らせていただきます。私は大正一三年、九州福岡県久留米 生を受けましたが、
家業が傾いて中学への進学を認められず、母親のもとを離れ、関東州の 連に移住し した。その時一二歳でした。勉強が続けたくて、東亜阿文書院 公費生を目指していましたが 建国大学が創立されましたので、方針を変えて同大学に進みました。その後、兵役に服し、ソ連から復員後、自活しながら早
稲田大学の政経に転入学しました。卒業後は、日中友好の仕事をしたいと思って 日本経済新聞社へ入社しましたが、両国間の国交が聞か ておらず、望みは果たせない 、定年後は、制 際善隣協会で中国の環境改善を応援してきましたが、昨年、第一線を退きま
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した。今年は「満洲とは何であったか」といった題名の書物を、よく本屋の店頭でみかけました。これは、日露戦争から今年で一
OO
年になり、日本の大東亜戦敗戦からも六
O
年と
いう節目の年である、ということが一凶かと思います。日本民族の出自について、私はロシアのパイカル湖北岸で狩猟をしていたブリヤ
l
トモンゴルの一族が、数万年も
前のことでしょうが、折からの地球寒冷化から逃れようとして南下を続けた末に、日本列島にたどりついた人々が主流をなすという説を支持するも であります。これは、日本人が使用 る一言葉が民族南下のル
l
トと同じように、蒙
古語や朝鮮語と同じウラル・アルタイ語系であるということが動かぬ証拠であり、中国語とは全く速います。
したがって私は、日本民族にとって、満州への進出を「大陸雄飛」と呼ぶのは適切 はなく、「大陸回帰」と一百っ
たほうが正しい 信ずるものであります。
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令
満洲「国」は「偽国」であったということについては、日本の歴史学会でも、ほぽ公認され
て
いること
で
あります
。
私は本日、満洲国が偽りの国であった
のかどうかを論議し
ようとは思いません。ただ私は、その国の最高学府と称せられた建国大学を、中 人同窓
生たちのように「偽建国大
学」とは呼びません
。中国は、共産党の政権下にあります
。
中国系同窓生の往時を回想する文躍に「偽建国大学」と明記していることについては 私は同情の念を持つだけであります
。
二千四、五百年も前の
こ
ろマケ
ド
ニアのアレクサンダ
l
大王が手勢を引きつれてアフガニスタンのカイパ
1峠を越
えてインドに攻め入って の方、ヨーロッパの強固は陣取り合戦のように早い者勝ちでアジアの隅々 で分捕ってき宇品I
レ4～。
私は、当時の日本の大陸政策会てに
ついて賛
同するもの
ではありませんが、明治陸軍創建以来の大戦略家と
言われ
た石原莞爾を、単なる満州事変の火つけ入、とは思っていません。彼は満設の地に 五民族が協和し 王道楽土を向指す満洲国を育
て上げようと全力を傾けました
。
H今
こそ
アジアは立ち上がれ、アジア興隆のとき来る、満洲建国はその第一歩である
仰というのが彼が掲げた旗印であります
。
私がこういう立場に立つ以上、石原のアジア興隆の悲願は、中国革命の父孫文が称えた
H大アジア主義
H
にも通ず
るものであると確信いたしております。しかしながら、日本自体が大東亜戦に突入して追い詰められてしまい、満洲国も石原が思い描いた理想から遠い国になってしまいました。つれて建国大学もすっかり変質し
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てしまいました。そこで、歴史的大転換のはさまで、翻弄された建国大学につい 、こんなはずではなかったという思いを込めて、
身晶買と誹られるのを恐れず、満洲固 運命を共にして消えていった建国大学について、率直に語ることに致します。川何も知らず 来て みたもの当時満洲各地では、不況に沈む日本経済から抜け出そうとあがく、悪徳な日本人がのさばりはじめ、またたく聞に軍の威光を背景にして現地人を見下 て、うまい汁を吸い始めていました。私自身は満州一旗組のおこぼれを期待し、家業再建のために渡満する父親に連れられ、小学校卒業と同時 、遼東半島大連の中国人だらけの街で暮らすことになりまし 。そして六年問、つぶさに現地人たちの生きざまを肌で知り中広1レれ～。底層の現地人らは言います。「自分たちにとって、上が
大鼻子（タ
l
ピ
l
ズ〈ロシア人〉）から日本人になり、そ
の日本人が少々いばりちらしたとしてもどうということはない、自分たちは長いものに巻かれて、飯さえ食べることが出来ればそれで十分だ。」彼 の本音はその通り しょう。数千年の中国の歴史から、彼らが自得した教訓はこれだ、と思わずにはおられません。そうした卑屈な生き方で彼らは大陸の隅々でしぶとく生き きたことを知らされました。それに反して、
日系の同窓生たちは受験戦争に勝つこと
だけが眼前のすべてであったはずです。一八、一九歳の青年たちにもっと広い目を持てと言いたくなりますが、現実には無理な注文でしょう。軍内部を固めた石原莞爾は、直ちに行動を開始しました。その先頭に立ったのは、石原莞爾の右腕と言われる辻政信参謀らであります。日満両国政府、学界の全面賛同を得て、建国大学 学生募集が始まりま た。たかだか一五
O名足らずの合格予定に対し、日本国内外
で約二万人の応募者が集まるという超人気ぶり 、受験界の話題を独り占めしましたが一九三八年五月二日、満洲国の首都新京（現長春） 南郊歓喜嶺の大学キャンパス 聞かれた開学式には、満洲国皇帝薄儀（プ
l
イ）の関学に
当つて 勅書を奉じ、張景恵（チャン・ジンホイ）国務総理も大学総長として臨席しました。集う五民族の若人一四一名、民族別には、約半数が日系、残りのほとんどは漢系（満系も含む でしたが、そ 他に満洲囲内に住む朝鮮系、蒙古系、そして白系ロシア系も加わって、六つの独立塾舎で民族比率 応じ 寝食を共 し、勉学・訓練に励みました。建国大学は満洲国の最高学府であり、受験生にとっては屈指の難関として評価が定まってきました。授業料がタダ、生活費もタダ、毎月小遣いが貰え 、おまけに将来も約束されている、という結構つくめです しか 日本内地の受験生たちは、満洲国が事実上は日本の属国で 民族協和を誕いながらほとんど昔通り差別が づいているという実体は、何ひとつ知らなかったでしょう。
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(2) 
特色あふれる塾生活ここで、同窓生たちが、建国大学最大の特色と認めてい
る「塾生活」をご紹介します。塾舎は八紘塾舎とも呼ばれましたが、前庭の中央には国旗掲揚台が二つあります。前庭の東側から塾舎の方を眺めると、中央の大食堂をはさんで左右に同型の独立家屋である塾舎が前後二列で左側に六塾、右側 も二列で六塾の合計一二棟ありました。一棟が一つの塾で二四
43
二五人から、三
O
人程度の各民
族学生が入りまじって寝起きを共にしましたが、塾舎には中央に出入り口があります。入ってすぐ右手には六畳日本間の塾頭先 の部屋 、塾舎の中央から直角の左側は、日本陸軍の内務班を見習った寝室です まん中の通路をはさんで、隣りが他民族ということを優先しなが 、一人畳一枚ぐらいの大きさで日本の五
O音順に場所が決められて、
そこで寝起きしました。中央出入り口から見て、直角の右側は自習室です。そこには各人の机があり 書物類、教科書、ノ
l
ト類を収納し
ました。そして塾舎の奥、つまり西側 左には洗面所、右には便所がありました。暑い時期は朝六時になると大太鼓が鳴り響き起床しますが、洗面やトイレなど済ませて六時半から朝礼のための前に整列して点呼です。週番学生に対 、塾毎に当番事故の有無を報告しますそれが終ると、東方遥拝です。日本の皇居と思しき方向に向かって拝礼しましたが、これについては他民族学生は
反発の念をもったようです。朝の行事が終ると、全員塾舎に戻って朝食をとるために大食堂に向かいます。食事の箸を取る前に、日本神道にのっとったお礼の言葉を唱えます。これは「たなつもの、ももの木草も天照らす、日の御神の恵み得てこそ」というものです。朝食後、塾に戻ると、授業を受けるために教科書など必要なものを揃えて教室に向かいます。第一外国語の時間だけは日系学生と他の民族学生は別々の教室で、日系は漢語、他の学生は日本語が必修科目なので時間をかけて勉強しましたが、その他の科目は全て一緒になって、日本人の先生から授業を受けました。四時限で午前中の授業が終ると、一日一塾に帰り、大食堂にみんな揃 同じ昼食を食べますが、午後はほとんど毎日訓練です。毎週、月火水木金土のうち二日間は柔道 剣道、それに
合気道の三つのうち一つを選んで鍛えられ 。残りうち二日聞が軍事訓練です。これは日本 中学校の教練の延長戦のようなもので、日系学生は馴れ いま た 他民族学生も、ほとんど真剣 訓練を受けていました。あとの二日間は農事訓練です。大学キャンパス農場は地平線まで続き、日が没するまで黙々と続きましたが、他民族、こと 漢 農業とう仕事を軽蔑しており、熱意が いと感じました。三つの訓練のうち、しごかれたという感じが今も一番残るのは段事訓練です。夕食は、また大食堂に集まって全員一斉に食べ した。
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当初嫌がった高梁飯も、空腹を充たすためには文句を言うひまはありませんでした。塾に戻るとやっと自由時間です。しかし 時は食べ盛りで、猛訓練のあ でもあり、大学側が与えてくれる食事では足らず空腹 悩まされました。秋になると自分たちで育てたじゃがいもを収穫して水洗いし、三、四人ぐらいの仲良し連中が、相談し合って、飯
金でふかして食べるのです 、塾の裏の広い き地のあちこちで、じゃ いもをふかす火がいくつもついてい のを見ることができました。今、歓喜嶺の塾生活のなかで、何が一番楽しかったと問われると、皆、口を揃え 、じゃがいもをふかして食べた小集会だと答えるでしょう。やがて十時になると「消灯」です。しかし当時は知的欲
求がはげしいときです。ひそ に物置でむさぼるように本を読む者も少なくありません した。
こうした生活は大学というより訓練所といわれる方がふ
さわしいほどでしたが、他民肢と探まれな ら 使命感が高まり、各民族の問の垣根がどんど 取り払われるの 感じてゆきました。
こうしてお互いをゆるし合い、信じ合 本物 友情が育
まれていったことを、今しみじみと感じています。
(3) 
庁君たちは違う
Hと言わせたもの
私は昭和一七年春に建国大学に入学した第四期生で 第一O塾に配属されましたが、同塾生の民族比率は、日系一
四名に対し、満系を合む漢系が九名で、その他、鮮系 一
名、蒙古系一名、白系ロシア系が一名で、総勢二六名でした。ただ私共が入学した前年に学制の変更があり、日系だけはいきなり前期二年に入学したのに、他の民族学生は入学
前の教育機関が短く、レベルも低いという理由で、日系より一年前に一年生として入学して、彼らだけで塾生活を体験し、翌春日系が前期二年に新入学生として合流し、やっと同期の全民族学生 勢揃いしました。大学当局は一年後に日系学生 て全民族が揃った共同生活に早く馴染み、学内のしきたりを山見えても うために、前期二年生の各塾に先部学生を二人ずつ指導学生して派遣しました。こ 制度は前期終了まで続きました。私どもの塾にも、日系と漢系の先輩が来て細かいことを合め、いろいろ教えてくれましたが、 帯大切なことは民侠融和です。私どもの場合、夏休みまでに二
1
三岡、塾生口
で放課後に全員参加して座談会を聞きました。二回目か三回目のときかと思いますが、みんなが岐に着いて揃った直 突然立ち上がっ 漢系の一人が、「君たちは外を歩いている日本人と違う、どう てなんだ」と
大きな声を上げ のです。日本人はお互いの顔を見合わせるばかりで、誰一人声を発するものはい せんでした。かし、このような率直な叫び声が上がったことがきっかけとなって陸は高掲してやがて活 な意見を出 合うよ になりました。思うに、彼等は建大に入学する前に見聞してきた日本人で、敬意を持てるような人は居なかったの しょう。万が一にも良質の日本人が居たとしても、目上の日本人と上下
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の関係でつながっているだけで、かったと思います。この叫び声をあげたのは日系学生が漢系の中心人物と目
していた「白振鐸」ですが、その彼も昭和一九年の初め満洲国に見切りをつけ、山海関を越えて中国共産党に入りました。
戦後、初めて中国を訪問した時、私 旧満洲から北京に
回りま が、彼は私供宿泊の「前門飯店」に来てくれ、三O数年ぶりに再会を果たしました。翌日は招かれて彼の自宅を訪問し、同君の夫人にも初めてお目にかかり、ご馳走をいただきま た。積もる話はっきませんでしたが、別れる前に彼は私に向かって「昔の同塾の日本人全員を中国に招待 い。希望者には西安や敦健へも案内するから計画を立ててくれ」と提案しました。当時の彼の肩書きは天津対外友好協会の副会長でした。ところが思いもかけず彼は二、三 後に急病で死去。残念ながら彼との約束を果たすことはでき せんで た。満洲国全体としても、建国後数年にして治安が回復してきました。町並みに品物が並び人々が町の中に出てくるようになり、政府は工業立国 急ぎ、五ヵ年計画を上回る成績をあげ、日本ほかの友好諸 に輸出 るようになるなど、活気づいてこのことは日本国が全力をあげて、満洲国の国輿しを支
援した成果であるというこ なのでしょうが、観察 眼を国の端々に移してみると、民族間の協和をさま げ 恐れのある実体の解消が、容易ではない とを知ら れるにつ
平等な敬愛関係ではな
け、笑顔が広がる明るい社会に向かって、全力で立ち向かうことが必要であるという決意を深めてきました。当時すでに全国的に主食の配給制が実施され、日本人の
数に応じて、白米の配給はほぼ全主食の五O%程度、現地人には、高梁、玉萄黍などの雑穀が主食として支給されましたが、食事に差別 あるのはよくないと日本人学生側が申し出て、食事の平等化は私ども 入学前から実施されていました。入学第一日のことです。食膳 盛りつけられている赤い
主食に、われわれは歓迎の意味で、赤飯で祝ってくれるのかと喜んだのですが、噛んでびっくり それは高梁一
00
%の主食で、日系の連中 一OO回ぐらい噛めば、食べられると努力はしたのですが 毎日一回必ず出る高梁飯のため下痢を起こし ほぽ一カ月ぐらい続いた人がほとんどでし 。
(4) 
「緑したたる国ヘ」植樹運動
最近ある有名な歴史学者が、自らの研鎖の集大成だと称して「建国大学の研究」と題する大著を出版 ました。その中で、「建国大学生たちは自らが関東軍の手先 あったことを知らない情けない連中である」 酷評していましかし私は、この人は本を読んだとしても表面だけで、
実体は何も知らないということを自 暴露した情けな 学者だ、と断言することが出来ます。その反証 少し述べみたいと思います。建大第一期生で、東北地方出身の岩測克郎という先輩が
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います。彼は、赤茶けた満洲の大地を緑したたる国にしたいと言って全学生に呼びかけました。彼はまず、六七万坪の大学のキャンパスから始めようと活動を開始しました。他民族の学生は、日系学生たちが本気でやろうと ていのか、しばらく様子を見ようという姿勢でしたが、思いつめたような活動ぶりを見て、彼 も一人二人と運動に参加するようになりました。春さきになると、毎年、市政府とかけあって若木を分けて貰い、全学生が放課後はモッコ 担ぎ 土を起こして、主として「楊柳（どろゃなぎごの若木を植え続けまし 。これはずっと後年のことになりますが、戦後聯歓旅行で、
母校跡地を訪問した日系悶窓生たちは、すくすくと大木に育った楊柳などの木々を仰ぎ見て、往時を偲び、みんなが大いに喜んだこ をつけ加えておきます。満洲の大地を、緑したたる闘にしようと、掛け戸をかけて若木を植え続けるなど、立身出世しか考え 人々 どういう感想を述べるのでしょうか。実は昨年秋のこと、この岩測さんの出身地にある東北放送附がこのことを伝え聞いて感銘 受 建大生たちが、詩人宮沢賢治の「日は君臨し輝きは：：：」という精
神歌を唱えながら、木 植 た 、ドキュメンタリーに仕上げて、昨年の民放のコンクール大会に出品し、見事優秀賞に選ばれました。私はその番組のディレクターから要請を受けて 訪中取材に協力しまし 。
このこと一つ取り上げても、日系の学生たちが裏表のない共同生活をつとめ、この国のためにと汗水をた・り
木々を植え、民族問の差別解消に同じ目線に立って真撃に
取り組んだことを証明することができるでしょう。
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問時局に翻弄されて閉学
日本軍が山海関を押し破ってシナ本部に侵入し、日支事
変は一気に拡大しました。満洲に住む漢族のほとんどは、一、二代前に山東省、河北省あたりの故郷から移住して来た人たちの子孫です。つまり、口で民族協和を唱えながら、日本軍が自分たちの故郷へ進攻したのですから、これではと も日本と手を
たずさえていくことは出来ないと、彼らが思っても不思議ではありません。彼ら漢系は地下放送で戦火の行方をよく知っており、日本人先導の満洲国がどうなるのかということを、インテリであるだけに、深刻に案じていました。こんなことから、建大の中でも日系と他民族問の距離が広がっていく感じを受けるようになりました。同時に外部勢力から建大生への働きかけも強くなり、当
初は、国府側の声が目立っ が、だんだん延安側も力を入れ始め、ついには関東軍憲兵隊に情報が入って、大学内部から逮捕者が出 に至り、はては大学副総長が、責任を一身に負って辞任することになりまし 。昭和一八年の末になると、ほとんどの日系住大生が学徒動員令を受けて軍門に投じ、 学キャンパスの後期（日本の大学でいえば学部）内には日系学生は一、二名だけ なりました。これでは民族協和など実施不可能です。私の塾でも、 末から一九年正月ごろにかけて
中国系同窓生が小さなグループで大学を離脱し、山海関を越えました。私自身も陸軍特別操縦見習士官に合格し、大学を中途退学して陸軍宇都宮飛行学校に入校しました。
ほどなく日本は連合軍に降伏、満洲国もつれて崩壊しま
した。満洲国あっての建国大学も、かくして開学後わずか七年有余にして解散の憂き目を見ることになりました。
(6) 
友を訪ね同学聯歓の旅
日本人だけが真剣に新しい国作りを目指していたのか、
建国大学は単にそれだけの大学に過ぎなかったのか。
そのことは日系学生の間で大きなシコリとして心に残り、
歓喜嶺で悩み抜いたのは何 ったのか、こんな問いかけに対し、何らかの答えが得ら るのではないかという期待こそが、日系同窓生たちを聯歓旅行にかり立 た力であったのではないでしょうか。日本の同窓会で中国同窓生たちの支援を得て中国政府に
働きかけ、満洲の土を再び踏むことができた は、一九八O年のことでした。訪問を許された大連、漉陽、長春、ハルピン、北京、フホホトの各地で三
O
数年ぶりに数多くの
現地同窓生と再会を果たしま た。私はその後も二
O
余年、
いつも幹事長役を果し言葉に言い表せない感銘を受け喜びの涙を流してきました。両国同窓問の合意により一九九二年に長春で初めて宿願の合同聯歓会を開催 ました。日本側参加者は一五四名で、大述、北京、溜陽、ハルピン、西安 蘇州、上海そのほかさらに、ロシア領ハバロフスクまで足を伸ばすなど、各地
で同窓と旧交を温めました。第一一回目は一九九七年に開催。長春大聯歓会のあと、五つのコ
l
ス。シルクロード、三峡下り、内モンゴル、旧満
洲の各地と、南京を中心とした江南の旅、など希望に応じて中国旅行を楽しみました。
ついで平成一五年（二
OO
三年）のことですが、思いが
けぬサ
Iズ騒ぎが広がって、外務省から訪中旅行禁止の命
令が出たので、一年延期となりました。この騒ぎにより参加申し込みが、第一回 ときには一五
O
名以上もあったの
に、このときはわずか五
O
名程度に留まりました。
そうしたことから、聯歓旅行も最後だという声が日本国
内に高まってきまし 。思い切って韓国同窓生に合同同窓会の開催を提案したのも、そんな事情があったのです。
日本側としても韓国同窓生たちの歴史認識を配慮してき
たのは事実ですが、日本側 打診に対して斡国側から思いもかけず、二つ返事で大賛成だという回答がありま た。
そこで日本側は予定を一部分手直しして、聯歓旅行団は
中国入りする前に韓国のソウルに下りて合同同窓会 初めて開催することに合意をみたものであります待ち構えていた現地側の歓迎は、正に至れり尽くせりで、同席していた関係者から こんな民族を超え 合同同窓会の盛り上がりぶりは、見たことも聞い こともないと賛嘆の声が聞かれました。合同同窓会のあとは、各期別の歓迎会が聞かれ、二日目には全員が板門店までパスで移動し、民族分裂、相対峠するきびしい現場も見学 まし 。旅行団は、三日目の朝長春に向かい、
同地で第三回目の
25 ・志”に生きた U!I司大学
大聯歓会を聞きました。こちらは手馴れた運営で、現地の同窓生も日本側参加者を上回る顔触れが集まり、時間の経過も忘れてしまう興奮した熱気に包まれました。
(7) 
来日同窓子女を励まそう
中国との国交が再開され、同窓生子女が来日、留学するようになりました。これを受けて、同窓生子女の留学を支
援するために、同窓会に酸金を設け、申請に応じて学資・生活費を支援してきましたが、それぞれ帰国 、援助 申請もなくなりました。
しかし、日本に留まって勉学を続けたり就職したりする
人も多いので、それらの人たちとの友好関係を保ち、励すための懇親会を開くことが提案され賛 を得ま た。毎年年末を期して、同窓子女とそ 縁故者まで広げて招待するようになって昨年（二
OO
四年）で一二年になりま
す。昨年は子女側が一四名と少なかったのですが、日本同窓生側が四一名も顔を出してくれまし 。何より嬉しいのは会の雰囲気で 大聯歓会に少しも負けない一体感で盛り上がることです。子女側も喜んで期待てくれていま 今 （二
OO
五年）も一二月一八日に第
一三回懇親会を開催することが決まり、準備を進めていますが、目下のところ子女側から 、ほぽ五
O
名の出席回答
が来ており、例年以上に楽しい懇親会が開かれるものと楽しみにし います。
(8) 
私たちの反省
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満洲国は、アジア興隆の第一歩として五つの民族が手をたずさえて、王道楽士を作ろうとして建国され、新しい国
作りのためには、まず
H人つくり山から始めるべきである
として、石原莞爾の主唱のもとに、建国大学は創建されました。しかし、これは日本人が勝手に考えたことであり、現地
側はこのことを、どう受けとめているのでしょ か。数年前、現地同窓生たちが、この際率直に本音を言挙げすべきであるとして「回億偽満建国大学」という大冊を発行したことは承知していまし が、こ ほどやっ 全部の日本語訳が完成しましこれを拾い読みすると、日本側と現地側の考え方が全く
違うことに驚かされます。端的な一例を申し上げましょう。
日本語で「東方遥拝」と掛け声がかかると彼らは「遥拝」の中国語同音で「要敗」（負けて まえ）と念じたし、「黙
持」と声がかかると、これも同音の中国語で「磨万」（一剣を瞬く）と念じた あります。これなどは尖鋭な一部の者だったとしても、日本側が んなことはツユ知らず命令していたとは、お粗末で笑い話にもなり せん。しかも宮中に和られていた建国神廟の祭神が天照大神であるのは、関東軍や日系政府高官などが強要したものであることは論をまちません。建大食堂での食事前の感謝のお祈りもそうですが、こうした日本神道の押しつけを許していては、新しい国の永続と発展を期待す ことはできない 現地人の心情に配慮し
ないこうした考え方に対して「これは間違っている」臨したのは、私だけではないと思
います。
もう
一つ付け加えます
。
品近になって日本の新聞
・テレ
ビで中国人や斡民族の名前に、制拠地音のルピや現地読みを入れるように りました。彼らは親
・兄弟から、例えば話
に山ました「自販鍔」の例で
言
うと、ハク
・シンタクと呼
ばれたことはないはずです
。
同じ漢字なので、安
易
に日本読みのままで通したのは日
本人の倣似だと思います 、こういう姿勢 、川じ目線に立った民族協和はできません
。
せっかく共同生活をしな
がら現地語習練をおろそかにした報 です
。
これは学生側
だけでなく、大学当局側にも責任があります
。
と
誕
土士
＂＇ロ
び
私は今日のお話の冒頭で「満洲とは何であったか」について、石原先師が掲げた旗印を支持する 巾 上げ
ました。
私自身、
H満洲国の国興し
H
こそが、わが使命と信じて
辿国大学に投じ
た者で
あります。しか
しながら、日本の大
陸政策、さらにはそれにつな る
大東
車戦争自体に
ついて
山われるなら、私は丸のみに
賛
同できません
。
私は運命に弄ばれるようにして、九州の片隅で生まれながら、幼少にして 陸の
一端に移住して、思いもかけず、
現地人の本音を聞いて育ちました
。
二O
世紀の
H本岡、または日本人の足跡には
「負」の部
分も多いし、理想と現実の較差の大きいことも、深く感じました
。
27 ”：4：・に生きたi.m同大学
そして現地にいて強く感じたのは、戦争を始めた日本本国への支援を優先するあまりに、満洲圏内への配慮が後回しになったのではないかということです。私は、某学者が「建大生は掌の上で踊っただけだ」とさげすんだ本を出版されたのを、黙って納得は出来ません。大聯歓会の会場や、各地の会合で、顔を合わせるや否や、手を握りしめ合い、涙を流し合うのを、その学者は何と説明するのでしょうか。私は自信をもって申しますが、これこそ心の底からお互いが誠意をこめて、塾生活を送ってい ことを、何よ も証明するものであると思います。私が表題に掲げた
H志
H
とは日本人が満洲人になり切る、その目標に努力・精進するこ です。今こそ私たちは「未来志向」一点にしぼって、善隣諸国との友好・親善に尽くしたいと念願 ております。許された残りの時間を、そのために全て捧 たいと決心しております。
桑原亮人（くわはらあきと）履歴昭和一九年（一九四四）八月年、学徒動員令で入隊昭和二
O年（一九四五）八月
s
一一月
集結し、入ソ抑留昭和二三年（一九四八）五月ソ連領より舞鶴に復員昭和二三年（一九四八）九月早稲田大学政経学部に編入学昭和二六年（一九五一）三月早稲田大学卒業。日本経済新聞入社、編集局に配属昭和五四年（一九七九）三月日本経済新聞を定年退社、関連会社 り昭和六
O
年（一九八五）四月東京新聞印刷工業会に
出向
昭和六二年（一九八七）三月東京新聞印刷工業会会長を最後に日経グループ退任。他国際善隣協会に入会、月刊誌編集担当平成二ニ年（二
OO
一）六月国際善隣協会理事を経
て常務理事就任
平成一五年（二
OO
三）一一月非営利活動法人東京
雑学大学で、「世界を敵 した満洲国」をテ
l
マに講
申貝
平成二八年（二
OO
四）二月東京雑学大学で「新聞
はこうして作る」をテ
l
マに講演
平成二ハ年（二
OO
四）六月国際善隣協会常務理事
を退任、現在は同協会参与
満洲国建国大学後期一
終戦・新京に
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